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ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
の
谷
口
幸
男
（1929 -2021

）
は
、
北
欧
中
世
研
究
に
と
っ
て
今
後

誰
も
凌
駕
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
分
量
の
業
績
を
残
し
た
。
本
稿
で
は
、
彼
の
残
し
た

多
岐
に
わ
た
る
業
績
の
う
ち
、
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
と
中
世
ラ
テ
ン
語
か
ら
の
原

典
翻
訳
に
焦
点
を
絞
り
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
そ
の
歴
史
的
意
義
を
定
位
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

一　

北
欧
中
世
へ
の
関
心

一
九
二
九
年
七
月
九
日
、
谷
口
は
東
京
に
生
ま
れ
た（

１
）。

東
京
大
学
文
学
部
ド
イ
ツ

文
学
科
を
卒
業
し
た
後
、
一
九
五
三
年
よ
り
秋
田
大
学
に
助
手
と
し
て
二
年
、
さ
ら

に
五
五
年
よ
り
神
戸
大
学
文
学
部
に
八
年
半
勤
め
、
六
三
年
十
月
よ
り
広
島
大
学
に

助
教
授
の
ち
に
教
授
と
し
て
奉
職
し
、
八
九
年
三
月
の
定
年
ま
で
四
半
世
紀
と
半
年

を
過
ご
し
た
。
そ
の
後
、
学
部
が
立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
の
大
阪
学
院
大
学
国
際
学

部
に
職
を
得
て
、
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
勤
め
た
。
退
職
後
は
兵
庫
県
三
田
市
に
居

を
構
え
、
二
〇
二
一
年
四
月
三
日
に
市
内
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た（

２
）。

ゲ
ル
マ
ン
語
学

を
専
門
と
し
、
当
初
は
中
高
ド
イ
ツ
語
や
ゴ
ー
ト
語
の
研
究
を
進
め
て
い
た
が
、
神

戸
大
学
在
職
中
の
一
九
五
八
年
か
ら
五
九
年
に
か
け
て
ド
イ
ツ
学
術
振
興
会
の
奨
学

金
を
得
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
留
学
中
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
文
献
に
つ
い
て
知
り
、
広

島
大
学
在
職
中
の
一
九
六
七
年
か
ら
六
八
年
の
キ
ー
ル
大
学
北
欧
学
研
究
所
留
学
中

に
ハ
ン
ス
・
ク
ー
ン
教
授
に
よ
り
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
文
献
解
読
の
手
解
き
を
受
け

た
。
そ
の
後
一
九
八
一
年
に
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
ル
ー
ン
学
研
究
室
に
も
短

期
留
学
し
た
。
一
九
六
三
年
に
ド
イ
ツ
語
学
文
学
振
興
会
賞
、
七
三
年
に
日
本
翻
訳

文
化
賞
受
賞
、
八
〇
年
に
藤
村
記
念
歴
程
賞
受
賞
並
び
に
日
本
翻
訳
出
版
文
化
賞
を

受
賞
、
九
〇
年
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
政
府
鷹
勲
章
、
そ
し
て
死
後
、
内
閣
に
よ
り
従
四

位
に
叙
せ
ら
れ
た（

３
）。

谷
口
の
当
初
の
関
心
は
ゲ
ル
マ
ン
語
学
に
あ
っ
た（

４
）。

一
九
六
三
年
に
谷
口
は
「
ゴ
ー

ト
語
に
お
け
る
格
の
用
法
」（
神
戸
大
学
文
学
会
『
研
究
』
二
六
）
に
よ
っ
て
、
ド
イ

ツ
文
学
振
興
会
（
現
公
益
財
団
法
人
ド
イ
ツ
語
学
文
学
振
興
会
賞
）
に
よ
り
第
三
回

ド
イ
ツ
語
学
文
学
振
興
会
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
研
究
の
初
期
段
階
は
純
粋
に
ゲ
ル

マ
ン
諸
語
の
語
法
に
関
す
る
論
考
を
刊
行
し
て
い
る（

５
）。

そ
の
後
、
谷
口
の
関
心
は
、

語
学
に
基
礎
を
置
き
つ
つ
も
、
原
典
翻
訳
を
伴
う
ゲ
ル
マ
ン
民
俗
文
化
か
ら
北
欧
文

化
全
体
に
広
が
っ
た（

６
）。

谷
口
が
初
め
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
か
ら
の
翻
訳
を
試
み
た
の
は
、「
ヨ
ー
ム
ス

ヴ
ィ
ー
キ
ン
グ
の
サ
ガ
」
で
あ
る
。
こ
の
サ
ガ
は
、
ヨ
ム
ス
ボ
ル
グ
と
呼
ば
れ
る
伝

説
的
要
塞
に
つ
ど
い
、
そ
こ
を
拠
点
に
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
活
動
を
行
う
集
団
を
描
い
た

短
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る（

７
）。

そ
の
冒
頭
に
、
ゲ
ル
マ
ン
語
学
を
専
門
と
し
て
い
た
谷
口

が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
サ
ガ
の
存
在
を
認
識
す
る
瞬
間
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
五
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ン
ド
大
学
の
助
手
を
し
て
い

る
人
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
親
し
く
な
っ
た
。
同
じ
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
、
話
は
自

然
専
門
の
こ
と
に
な
っ
た
が
、
私
は
彼
の
博
識
に
、
た
だ
驚
く
と
い
う
よ
り
は
脅

か
く
て
円
環
は
閉
じ
る

―
谷
口
幸
男
の
翻
訳
活
動
と
戦
後
日
本
の
北
欧
中
世
研
究

小

澤
　

実
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威
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
時
、
私
が
、「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
」
を
大
い

に
褒
め
、
こ
れ
に
比
べ
た
ら
、
他
の
も
の
は
取
る
に
足
ら
ぬ
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
云
っ
た
。
す
る
と
彼
の
い
わ
く
、「
サ
ガ
を
読
み
な
さ
い
。
古
代
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
の
サ
ガ
に
は
数
等
面
白
い
も
の
が
あ
り
ま
す
よ
。」
と
。
こ
の
言
葉
は
、
当
時
、

ゲ
ル
マ
ン
気
質
を
こ
れ
ほ
ど
に
活
写
し
た
も
の
は
他
に
あ
る
ま
い
と
思
っ
て
い
た

私
に
は
、
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。「
本
当
に
、
そ
ん
な
に
面
白
い
？
」
と
云
っ
た
切

り
、
私
は
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
っ
た
。
…
思
え
ば
こ
の
時
の
彼
の
言
葉
が
私
に
火

を
つ
け
た
の
だ
。
あ
れ
か
ら
五
年
。
相
変
わ
ら
ず
難
解
な
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
だ
が
、

サ
ガ
を
よ
む
ほ
ど
に
興
味
が
つ
き
な
い
。」（「
ヨ
ム
ス
ボ
ル
ク
・
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の

サ
ガ
１
」
二
頁
）

「
ル
ン
ド
大
学
の
助
手
」
が
誰
で
あ
る
の
か
特
定
で
き
な
い
が（

８
）、

一
九
五
八
年
か
ら

五
九
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
留
学
中
に
、
谷
口
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
熱
に
「
火
を
つ

け
」
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
最
初
に
手
を
つ
け
た
翻
訳
が
な
ぜ
「
ヨ
ー
ム
ス
ヴ
ィ
ー
キ

ン
グ
の
サ
ガ
」
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
当
時
日
本
で
入
手
で
き
る
数

少
な
い
原
典
が
、
こ
の
翻
訳
の
底
本
（N

.	 F.	 B
lake	（ed.

）,	 T
he Saga of the Jom

svi-

kings （N
elson’s	 Icelandic	 Texts

）.	 L
ondon,	1962

）
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

時
を
お
か
ず
に
谷
口
は
、
赤
毛
の
エ
イ
リ
ー
ク
ル
の
サ
ガ
」（『
形
成
』
二
五
、
一

九
六
五
）
な
ら
び
に
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
人
の
サ
ガ
」（『
形
成
』
二
六
、
一
九
六
六
）

と
い
う
二
つ
の
サ
ガ
も
訳
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
が
ア
メ
リ
カ

に
到
達
し
た
こ
と
を
記
述
す
る
「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
」
と
呼
ば
れ
る
物
語
で
あ

る
。
こ
の
二
作
品
の
翻
訳
を
踏
ま
え
、「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
サ
ガ
に
あ
ら
わ
れ
た
ヴ
ァ
イ

キ
ン
グ
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
六
、
一
九
六
六
）

と
い
う
研
究
文
献
を
刊
行
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
」
は
、
専

門
家
の
間
で
は
長
ら
く
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ

の
疑
い
を
払
拭
す
る
二
つ
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
一
つ
は
一
九
六
〇
年
に
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
考
古
学
者
イ
ン
グ
ス
タ
夫
妻
が
、
カ
ナ
ダ
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
島

の
ラ
ン
ス
・
オ
・
メ
ド
ウ
ズ
で
紀
元
千
年
頃
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
入
植
キ
ャ
ン
プ
を

発
見
し
た
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
一
九
五

七
年
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
附
属
バ
イ
ネ
ッ
ケ
図
書
館
で
「
発
見
」
さ
れ
た
、
コ
ロ
ン
ブ

ス
以
前
に
ア
メ
リ
カ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
到
達
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
「
ヴ
ィ
ン
ラ

ン
ド
地
図
」
で
あ
る
（
た
だ
し
こ
れ
が
偽
物
で
あ
る
こ
と
は
既
に
学
界
の
定
説
と
な
っ

て
い
る
）

（
９
）。

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
発
見
」
に
よ
り
「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
サ

ガ
」
を
歴
史
資
料
と
し
て
見
直
す
学
界
の
動
き
が
、
谷
口
が
本
論
考
を
執
筆
す
る
背

景
に
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い）

（1
（

。

谷
口
の
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
熱
を
さ
ら
に
後
押
し
し
た
の
は
、
一
九
六
七
年
か
ら

六
八
年
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
北
欧
研
究
の
中
心
地
キ
ー
ル
大
学
北
欧
研
究

所
へ
の
留
学
で
あ
る
。
受
け
入
れ
教
員
の
ハ
ン
ス
・
ク
ー
ン
（H

ans	 K
uhn,	1899 -

1988

）
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
研
究
の
泰
斗
で
あ
っ
た
。
と
り

わ
け
エ
ッ
ダ
詩
の
標
準
校
訂
版
を
補
訂
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
（G

ustav	
N

eckel	

（hrsg.

）,	 E
dda: die L

ieder des C
odex R

egius nebst verw
andten D

enk-

m
älern.	4 .	 um

gearbeitete	 A
ufl.	 von	 H

ans	 K
uhn,	 B

erlin,	1962

）。
ク
ー
ン
は
谷

口
が
留
学
し
た
時
は
既
に
定
年
を
迎
え
て
い
た
が
後
任
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
谷

口
に
対
し
熱
心
に
エ
ッ
ダ
や
サ
ガ
の
読
み
方
を
講
じ
た
。
こ
の
留
学
で
谷
口
は
、
北

欧
中
世
文
献
全
体
に
対
す
る
見
通
し
や
文
献
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
習
得
す
る
の
み

な
ら
ず
、
現
代
北
欧
文
学
に
関
す
る
関
心
や
旅
行
を
通
じ
て
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
自
体

へ
の
関
心
を
深
め
て
い
る）

（（
（

。
キ
ー
ル
大
学
留
学
が
谷
口
の
北
欧
学
に
と
っ
て
決
定
的

な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

二　

四
つ
の
枢
要
作
品

キ
ー
ル
留
学
を
経
た
の
ち
谷
口
は
、
北
欧
中
世
研
究
に
と
っ
て
の
基
礎
と
な
る
四

冊
の
成
果
を
立
て
続
け
に
刊
行
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
を
位
置
付
け
て
お
き
た
い
。
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（
一
）
ル
ー
ン
文
字
研
究

第
一
に
『
ル
ー
ネ
文
字
研
究
序
説
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要　

特
輯
号
一
）』（
広

島
大
学
、
一
九
七
一
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
勤
務
先
の
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
の
特

集
号
と
い
う
体
裁
を
取
っ
て
い
る
が
、
一
三
〇
頁
を
超
え
る
大
論
文
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
日
本
の
ゲ
ル
マ
ン
語
学
の
中
で
ル
ー
ン
文
字
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
は
知
ら
れ

て
お
り
、
谷
口
自
身
も
本
論
考
に
先
立
っ
て
ル
ー
ン
文
字
の
呪
術
的
機
能
に
関
す
る

論
文
を
発
表
し
て
い
た）

（1
（

。
し
か
し
ル
ー
ン
文
字
の
全
体
像
を
日
本
語
で
体
系
的
に
描

き
出
し
た
の
は
、
本
稿
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
今
で
こ
そ
い
く
つ
か
の
翻
訳
で
ル
ー

ン
文
字
の
梗
概
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
の
谷
口
の
序
説
を

超
え
る
ル
ー
ン
文
字
の
研
究
は
存
在
し
な
い）

（1
（

。

谷
口
の
ル
ー
ン
に
対
す
る
関
心
は
、
キ
ー
ル
大
学
留
学
中
に
深
ま
っ
た
。
そ
の
時

の
経
験
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
大
学
の
講
義
題
目
に
非
常
勤
講
師
に
よ
る
ル
ー
ン
学
入
門
が
出
て
い
た
、
助
手
の

ヤ
ン
セ
ン
氏
に
相
談
す
る
と
、
あ
ん
な
退
屈
な
講
義
に
は
出
な
い
方
が
ま
し
、
そ

れ
よ
りH

.	 A
rntz:	 H

andbuch	 der	 R
unenkunde

を
読
ん
だ
ら
、
と
言
わ
れ
、

A
rntz

を
初
め
研
究
室
の
本
を
読
ん
だ
。
研
究
室
に
あ
る
大
部
の
ル
ー
ン
碑
文
集

に
は
圧
倒
さ
れ
た
。
キ
ー
ル
の
北
に
有
名
な
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
遺
跡
ハ
イ
タ
ブ
が

あ
る
。
よ
く
訪
れ
た
も
の
だ
が
、
つ
い
で
に
ゴ
ッ
ト
ル
プ
城
の
博
物
館
に
あ
っ
た

ド
イ
ツ
で
唯
一
（
本
来
は
デ
ン
マ
ー
ク
）
の
ル
ー
ン
石
碑
四
つ
に
対
面
し
、
ど
こ

ま
で
読
め
る
か
毎
回
試
す
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
か
ら
デ
ン
マ
ー

ク
領
に
入
り
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
遺
跡
探
訪
を
し
て
ま
わ
っ
た
と
き
も
、
イ
ェ
リ

ン
グ
の
素
晴
ら
し
い
ル
ー
ン
石
碑
を
は
じ
め
、
オ
ー
ル
フ
ス
や
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

の
博
物
館
で
か
ず
か
ず
の
逸
品
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
へ
も
ル
ー
ン
探
訪
に
出
か
け
た
。」（「
ド
イ

ツ
の
ル
ー
ン
碑
文
」
一
頁
）

こ
う
し
た
読
書
経
験
並
び
に
ル
ー
ン
現
物
と
の
出
会
い
が
谷
口
の
雄
編
執
筆
の
根
底

に
は
あ
る
。
参
考
文
献
を
確
認
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
各
国
の
碑
文
刊
本
に
加
え

て
、
ド
イ
ツ
語
（H

.	 A
rntz;	 W

.	 K
rause;	 K

.	 D
üw

el

）
と
英
語
の
基
本
的
な
概
論
は

参
照
し
て
お
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
（O

.	 von	 Friesen

）
や
フ
ラ
ン
ス
語
（L

.	 M
us-

set

）
の
著
作
も
参
考
に
し
て
い
る）

（1
（

。
広
島
大
学
の
図
書
館
に
は
ル
ー
ン
文
字
に
関
す

る
著
作
も
あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
が）

（1
（

、
参
考
文
献
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
後
谷
口

自
身
が
入
手
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
点
に
お
い
て
は
、
日
本
の
ル
ー
ン
文

字
研
究
に
と
っ
て
画
期
と
な
る
研
究
で
あ
る
。
そ
の
後
も
谷
口
は
ル
ー
ン
文
字
へ
の

関
心
を
深
め
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
八
一
年
に
は
ド
イ
ツ
語
圏
の
ル
ー
ン
研
究

の
中
心
地
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
ル
ー
ン
学
研
究
室
に
短
期
留
学
を
果
た
し
た）

（1
（

。

（
二
）
エ
ッ
ダ

第
二
に
『
エ
ッ
ダ　

古
代
北
欧
歌
謡
集
』（
新
潮
社
、
一
九
七
三
）
で
あ
る
。
そ
れ

ま
で
エ
ッ
ダ
詩
に
つ
い
て
部
分
訳
は
存
在
し
た）

（1
（

。
北
欧
神
話
と
い
う
人
気
コ
ン
テ
ン

ツ
の
源
泉
と
し
て
、
エ
ッ
ダ
に
対
す
る
関
心
は
必
ず
し
も
低
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
コ
ラ
ム
や
グ
レ
ン
ベ
ッ
ク
の
北
欧
神
話
概
説
も
版
を
重
ね
て
い
た）

（1
（

。

谷
口
は
、
当
時
最
も
信
用
で
き
る
ネ
ッ
ケ
ル
版
に
基
づ
い
て
、
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語

か
ら
直
接
翻
訳
し
た
。
実
は
こ
の
時
谷
口
が
刊
行
し
た
の
は
「
エ
ッ
ダ
」
全
体
で
は

な
い
。
古
北
欧
の
神
話
世
界
を
伝
え
る
エ
ッ
ダ
に
は
「
韻
文
エ
ッ
ダ
（
エ
ッ
ダ
詩
）」

と
「
散
文
エ
ッ
ダ
」
が
あ
る）

（1
（

。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
の
ス
ノ
ッ
リ
・
ス
ト
ゥ
ル
ル
ソ
ン

が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
行
脚
し
て
収
集
し
た
と
さ
れ
る
「
散
文
エ
ッ
ダ
」
は
、「
序
文
」

「
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
た
ぶ
ら
か
し
」「
詩
語
法
」「
韻
律
論
」
か
ら
な
る
。『
エ
ッ
ダ
』
に
は

「
詩
エ
ッ
ダ
」
に
加
え
て
、「
散
文
エ
ッ
ダ
」
の
う
ち
「
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
た
ぶ
ら
か
し
」

の
み
が
収
め
ら
れ
て
い
た）

11
（

。
谷
口
は
さ
ら
に
、
一
九
八
三
年
に
「
詩
語
法
」
を
、
二

〇
〇
二
年
に
「
序
文
」
と
「
韻
律
一
覧
」
の
訳
を
完
成
さ
せ
、
韻
文
エ
ッ
ダ
並
び
に

散
文
エ
ッ
ダ
双
方
の
完
訳
を
果
た
し
て
い
る）

1（
（

。
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谷
口
は
自
分
の
訳
業
に
つ
い
て
何
か
を
述
べ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、『
エ
ッ
ダ
』
の

翻
訳
に
つ
い
て
は
十
年
後
に
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

「『
エ
ッ
ダ
』
の
場
合
、
韻
律
は
ス
カ
ル
ド
詩
ほ
ど
複
雑
で
は
な
い
。
し
か
し
内
容

が
神
話
と
英
雄
伝
説
で
あ
る
だ
け
に
、
解
釈
に
手
こ
ず
る
。
い
ち
ご
の
背
後
に
何

が
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
、
時
に
一
週
間
以
上
も
考
え
あ
ぐ
ん
で
ど
う
に
も
な
ら
な

い
。
ま
こ
と
に
「
茫
洋
と
し
て
寄
る
べ
き
か
た
な
く
」（
蘭
学
事
始
）
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、「
巫
女
の
予
言
」
の
よ
う
に
訳
文
よ
り
も
訳
註
の
方
が
長

い
と
い
う
不
体
裁
な
翻
訳
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
て
い

た
ら
く
で
あ
る
か
ら
、
顧
み
て
他
を
い
う
資
格
な
ど
な
い
の
で
あ
る
。」（「
叙
事
詩

の
翻
訳
」『
月
刊
言
語
』
一
三

－

六
、
一
九
八
四
、
六
六
頁
）

日
本
で
は
全
く
専
門
家
を
欠
く
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
文
学
作
品
を
新
潮
社
と
い
う
著

名
出
版
社
か
ら
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
日
本
に
お
け
る
北
欧
文
学
の
草
分

け
と
し
て
名
声
の
確
立
し
て
い
た
山
室
静
（1906 -2000

）
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い）

11
（

。
そ
れ
を
裏
書
き
す
る
の
は
「
最
後
に
西
独
キ
ー

ル
大
学
北
欧
研
究
所
で
親
し
く
『
エ
ッ
ダ
』、「
サ
ガ
」
の
ご
指
導
を
頂
い
た
ハ
ン
ス
・

ク
ー
ン
教
授
と
、
こ
の
訳
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
種
々
ご
高
配
を
賜
っ
た
山
室
静
先

生
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
」（『
エ
ッ
ダ
』
三
〇
四
頁
）
と
の
記
述
で
あ

る
。
本
書
刊
行
後
、
新
潮
社
の
Ｐ
Ｒ
誌
『
波
』
に
は
山
室
自
身
が
紹
介
の
筆
を
と
っ

て
い
る）

11
（

。
山
室
自
身
は
北
欧
語
か
ら
直
接
翻
訳
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
も
っ

ぱ
ら
英
語
や
ド
イ
ツ
語
訳
に
依
拠
し
て
い
た
た
め
、
新
世
代
の
北
欧
学
者
で
あ
る
谷

口
に
次
を
託
し
た
、
と
い
う
よ
う
に
も
読
め
る）

11
（

。
他
方
で
、
刊
行
を
大
い
に
喜
び
つ

つ
も
、「
注
文
を
つ
け
る
と
な
る
と
い
ろ
い
ろ
言
う
べ
き
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
が
」（
二

〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
谷
口
訳
の
『
エ
ッ
ダ
』
に
は
不
満
な
し
と
も
せ
ず
、
と
い
う

点
が
、
山
室
の
先
達
と
し
て
の
気
概
の
表
れ
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
エ
ッ
ダ
』
は
、
呉
茂
一
訳
『
花
冠　

呉
茂
一
訳
詩
集
』（
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九

七
三
）
並
び
に
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ク
リ
ュ
ス
（
植
田
敏
郎
訳
）『
ク
リ
ュ
ス
選
集
』（
全

五
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
三
）
と
と
も
に
、
日
本
翻
訳
家
協
会
に
よ
る
第
一
〇
回
日

本
翻
訳
文
学
賞
を
受
賞
し
た
。
選
評
の
言
葉
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
全

編
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
日
本
初
の
作
品
で
も
あ
り
、
な
お
か
つ
、

ゲ
ル
マ
ン
世
界
の
精
神
を
伝
え
る
最
高
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
書
が

読
書
界
に
与
え
た
で
あ
ろ
う
イ
ン
パ
ク
ト
も
小
さ
く
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
現
れ
の
一
つ
と
し
て
、
岩
波
書
店
の
『
思
想
』
六
〇
〇
号
に
、
明
ら
か
に
こ
の
訳

業
に
基
づ
く
山
室
と
谷
口
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
留
意
し
て
も
良
い
か
も
し

れ
な
い）

11
（

。

（
三
）
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
文
学
の
解
説

谷
口
は
、『
エ
ッ
ダ
』
刊
行
後
、『
エ
ッ
ダ
と
サ
ガ　

北
欧
古
典
へ
の
招
待
』（
新
潮

社
、
一
九
七
六
）
と
い
う
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
文
学
の
概
観
を
新
潮
選
書
の
一
冊
と

し
て
刊
行
し
た
。
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
関
し
て
は
す
で
に
山
室
の
小
著
も
あ
っ
た

が）
11
（

、
本
書
は
、
エ
ッ
ダ
と
サ
ガ
と
言
う
二
大
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
文
献
に
関
す
る
詳

細
な
紹
介
で
あ
る
。
網
羅
性
と
手
頃
さ
と
い
う
点
で
本
書
に
勝
る
入
門
書
は
い
ま
だ

に
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
二
〇
一
七
年
に
は
四
十
年
ぶ
り
に
復
刊
さ
れ
た
。「
ゲ
ル
マ

ン
神
話
の
根
本
資
料
と
し
て
の
エ
ッ
ダ
、
初
期
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
一
角
を
飾

る
散
文
芸
術
の
宝
庫
で
あ
る
サ
ガ
文
学
、
こ
の
二
つ
の
世
界
に
拙
い
筆
な
が
ら
読
者

を
導
入
し
、
い
く
ら
か
で
も
そ
の
面
白
さ
に
触
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
」（
一
〇

－

一
一

頁
）
と
願
い
つ
つ
谷
口
は
、
現
地
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
日
本
で
は
ま
だ
翻
訳

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
サ
ガ
の
梗
概
を
紹
介
し
た）

11
（

。

本
書
の
冒
頭
で
谷
口
は
、
日
本
に
お
け
る
サ
ガ
受
容
史
に
も
触
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、『
ス
ト
ゥ
ル
ル
ン
ガ
サ
ガ
』
と
『
ニ
ャ
ー
ル
の
サ
ガ
』
を
紹
介
し
た
小
泉
八

雲
（1850 -1904
）
が
東
京
帝
国
大
学
で
行
っ
た
講
義
と
、『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
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を
英
訳
で
読
む
科
学
者
の
寺
田
寅
彦
（1878 -1935

）
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
を
引
き
合
い

に
出
し
な
が
ら
、
明
治
時
代
の
日
本
で
も
、
サ
ガ
文
学
に
触
れ
て
い
た
日
本
人
の
い
た

こ
と
を
振
り
返
る
。
そ
の
上
で
本
書
刊
行
時
の
現
状
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ハ
ー
ン
や
寺
田
寅
彦
の
サ
ガ
に
つ
い
て
の
先
駆
的
紹
介
か
ら
早
や
半
世
紀
余
も
時

は
流
れ
て
い
る
。
北
欧
で
は
早
く
か
ら
エ
ッ
ダ
や
サ
ガ
の
刊
行
や
翻
訳
に
見
る
べ

き
成
果
が
多
い
が
、
わ
が
国
で
は
最
近
エ
ッ
ダ
の
翻
訳
と
、
単
行
本
と
し
て
は
初

め
て
の
サ
ガ
の
訳
が
刊
行
さ
れ
た
ほ
か
は
、
少
数
の
研
究
者
を
除
い
て
古
代
北
欧

文
学
の
世
界
は
未
だ
空
か
ず
の
秘
密
の
部
屋
で
あ
る
。」（『
エ
ッ
ダ
と
サ
ガ
』
八
頁
）

「
エ
ッ
ダ
の
翻
訳
」
は
も
ち
ろ
ん
谷
口
自
身
が
新
潮
社
か
ら
刊
行
し
た
一
九
七
三
年
の

翻
訳
を
指
し
て
い
る
。
他
方
で
「
単
行
本
と
し
て
は
初
め
て
の
サ
ガ
の
訳
」
と
は
、

山
室
静
『
赤
毛
の
エ
リ
ク
記　

古
代
北
欧
サ
ガ
集
』（
冬
樹
社
、
一
九
七
四
）
で
あ

る）
11
（

。
し
か
し
、
そ
の
後
書
き
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
山
室
の
訳
業
は
英
語
か
ら
の
重

訳
で
あ
る
。
他
方
で
、
本
書
と
前
後
し
て
、
谷
口
以
外
に
も
、
早
野
勝
巳
ら
の
訳
業

も
始
ま
っ
た
。
ゲ
ル
マ
ン
語
学
に
関
心
の
あ
る
研
究
者
が
サ
ガ
に
徐
々
に
引
き
寄
せ

ら
れ
て
い
っ
た）

11
（

。
さ
ら
に
こ
う
し
た
動
き
と
連
動
し
て
、
歴
史
学
界
で
も
熊
野
聰
に

よ
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
研
究
が
始
ま
っ
て
い
た）

11
（

。
こ
う
し
た
研
究
者
ら
が
、
一
九
八
一

年
に
、「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
社
会
と
文
化
の
研
究
、
お
よ
び
こ
れ
の
日
本
に
お
け
る
向

上
を
目
的
と
す
る
」（
会
則
第
二
条
）
た
め
に
、
谷
口
を
初
代
会
長
と
し
て
「
日
本
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
研
究
会
」（
一
九
八
六
年
よ
り
「
日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
学
会
」
に
改
称
）

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う）

1（
（

。

（
四
）
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
の
サ
ガ

い
く
つ
か
の
小
さ
な
サ
ガ
の
翻
訳
を
経
て）

11
（

、
満
を
持
し
て
谷
口
が
刊
行
し
た
の
が

九
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
近
い
大
冊
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
』
で
あ
る
。『
エ
ッ
ダ
と
サ

ガ
』
で
谷
口
自
身
が
説
明
し
た
よ
う
に
、
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
筆
者
さ
れ
た
サ
ガ

に
は
い
く
つ
も
の
類
型
が
存
在
す
る
。
本
書
で
は
、
そ
う
し
た
類
型
の
う
ち
「
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
人
の
サ
ガ
」（
別
名
家
族
の
サ
ガ
）
と
呼
ば
れ
る
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
の

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
社
会
を
舞
台
に
描
き
出
さ
れ
た
サ
ガ
の
中
か
ら
、
最
も
完
成
度
が
高

く
人
気
が
あ
る
と
さ
れ
る
五
本
の
作
品
（「
エ
ギ
ル
の
サ
ガ
」「
グ
レ
テ
ィ
ル
の
サ
ガ
」

「
ラ
ッ
ク
サ
ー
谷
の
人
び
と
の
サ
ガ
」「
エ
イ
ル
の
人
び
と
の
サ
ガ
」「
ニ
ャ
ー
ル
の
サ

ガ
」）
並
び
に
「
古
代
の
サ
ガ
」
の
代
表
作
で
あ
る
「
ヴ
ォ
ル
ス
ン
ガ
サ
ガ
」
を
訳
出

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
標
準
校
訂
（Islenzk	

fornrit

）
に
基
づ
く
訳
文
で
あ
る
。
こ
の
訳
業
に
つ
い
て
谷
口
の
言
葉
を
引
い
て
お

こ
う
。

「『
エ
ッ
ダ
』
や
サ
ガ
を
訳
し
た
乏
し
い
経
験
か
ら
い
う
と
、
翻
訳
の
む
つ
か
し
さ

は
第
一
に
、
原
典
の
理
解
に
ど
こ
ま
で
迫
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
第
二
に
は
、

原
文
の
も
つ
意
味
と
味
わ
い
、
原
音
の
美
し
い
響
き
と
流
れ
を
日
本
語
に
ど
う
移

し
か
え
る
か
で
あ
ろ
う
。
私
の
場
合
、
複
雑
な
韻
律
と
押
韻
を
持
ち
、
む
や
み
に

ケ
ニ
ン
グ
（
代
称
）
を
つ
み
重
ね
、
語
順
の
出
鱈
目
な
ス
カ
ル
ド
詩
の
翻
訳
で
は
、

右
の
よ
う
な
日
本
語
へ
の
移
し
か
え
は
全
く
不
可
能
だ
っ
た
。
韻
律
に
も
押
韻
に

も
眼
を
つ
ぶ
り
、
歯
ぎ
し
り
し
な
が
ら
語
順
を
と
と
の
え
、
ケ
ニ
ン
グ
の
意
味
は

カ
ッ
コ
の
中
で
示
し
な
が
ら
、
大
意
を
と
る
の
が
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

時
々
あ
ま
り
の
難
物
に
腹
が
立
ち
、
当
時
の
聴
衆
に
も
こ
れ
が
完
全
に
理
解
で
き

た
の
か
と
開
き
直
っ
た
こ
と
も
あ
る
。」（「
叙
事
詩
の
翻
訳
」『
月
刊
言
語
』
一
三

－

六
、
一
九
八
四
、
六
五

－

六
六
頁
）

一
九
五
八
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
の
留
学
で
サ
ガ
の
存
在
を
知
っ
て
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・

サ
ガ
』
の
刊
行
に
至
る
ま
で
二
十
年
の
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
の
研
鑽
を
積
ん
で
い
た

谷
口
に
し
て
も
、
サ
ガ
に
し
ば
し
ば
挟
み
込
ま
れ
る
ス
カ
ル
ド
詩
の
翻
訳
に
は
相
当
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手
こ
ず
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
谷
口
は
、

ス
カ
ル
ド
詩
や
そ
の
受
容
環
境
に
つ
い
て
重
要
な
論
考
を
い
く
つ
か
刊
行
し
て
お
り
、

手
こ
ず
り
な
が
ら
も
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
訳
し
上
げ
て
い
る
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る）

11
（

。

本
書
の
刊
行
に
先
立
っ
て
、
既
に
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
か
ら
の
サ
ガ
翻
訳
が
紀
要

な
ど
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
、
他
方
で
、
近
代
語

訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
山
室
静
『
赤
毛
の
エ
リ
ク
記
』（
冬
樹
社
、
一
九
七
四
）
や
松

谷
健
二
「
グ
レ
テ
ィ
ル
の
サ
ガ
」（
一
九
六
六
）
を
経
て
、
植
田
兼
義
訳
『
ニ
ャ
ー
ル

の
サ
ガ
』（
朝
日
出
版
社
、
一
九
七
八
）
や
菅
原
邦
城
訳
『
ヴ
ォ
ル
ス
ン
ガ
サ
ガ
』（
東

海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
）
と
い
っ
た
本
格
的
な
原
典
翻
訳
も
書
棚
に
並
ん
で
い

た
。
本
書
の
刊
行
直
前
に
新
潮
社
の
Ｐ
Ｒ
誌
『
波
』
に
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
』

の
全
体
を
紹
介
す
る
記
事
を
寄
せ
た
菅
原
邦
城
（1942 -2019

）
は
、「
今
回
の
谷
口

氏
の
訳
は
こ
れ
ら
す
べ
て
を
凌
駕
す
る
大
冊
で
あ
る
。
そ
の
刊
行
を
決
断
し
た
出
版

社
の
見
識
に
敬
意
を
表
す
と
同
時
に
、
有
能
な
訳
者
の
二
〇
年
に
な
ん
な
ん
と
す
る

勤
勉
な
ご
研
鑽
に
改
め
て
敬
服
す
る
も
の
で
あ
る
」（「
中
世
北
欧
の
散
文
学
〈
サ
ガ
〉」

『
波
』
一
三

－

九
、
一
九
七
九
、
四
一
頁
）
と
述
べ
た
。

『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
』
は
、
翌
年
二
つ
の
賞
を
受
賞
し
た
。
一
つ
は
日
本
翻
訳

家
協
会
に
よ
る
第
一
六
回
日
本
翻
訳
出
版
文
化
賞
で
あ
る
。『
エ
ッ
ダ
』
が
受
賞
し
た

日
本
翻
訳
文
化
賞
が
個
別
の
作
品
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
性
質
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
ち
ら
は
出
版
社
の
画
期
的
翻
訳
事
業
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る）

11
（

。
一
九
八
〇
年
に
は

島
崎
島
村
に
ち
な
ん
だ
第
十
八
回
藤
村
記
念
歴
程
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。
受
賞
理
由

は
「『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
』（
新
潮
社
）
そ
の
他
北
欧
古
代
中
古
文
学
の
訳
業
」

で
あ
り
、「
正
賞
及
び
副
賞
そ
れ
ぞ
れ
十
万
円
並
び
に
記
念
品
」
を
授
与
さ
れ
て
い

る）
11
（

。
同
年
一
〇
月
六
日
（
月
）
の
「
歴
程
創
立
四
五
周
年
記
念
「
歴
程
フ
ェ
ス
テ
ィ

ヴ
ァ
ル　

未
来
を
ま
つ
れ
』」
新
宿
旭
記
念
ホ
ー
ル
、
午
後
６
時
開
演
）」
で
執
り
行

わ
れ
た
授
賞
式
で
は
、
山
室
が
「
谷
口
幸
男
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
目
で
紹
介
役
を

務
め
て
い
る）

11
（

。
加
え
て
、
谷
口
と
山
室
は
、
同
年
の
『
ユ
リ
イ
カ
特
集
北
欧
神
話
』

で
も
対
談
を
し
て
い
る）

11
（

。

そ
の
後
一
九
八
〇
年
代
の
谷
口
は
、
刊
行
さ
れ
た
作
品
の
み
を
見
る
と
、
一
旦
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
語
古
典
作
品
の
翻
訳
か
ら
は
距
離
を
お
き
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
研
究
会
の

会
長
を
六
年
に
わ
た
っ
て
務
め
な
が
ら
、
現
代
北
欧
文
学
の
翻
訳
や
グ
リ
ム
研
究
と

い
う
現
代
的
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
広
島
大
学
を
定
年
で
退
職
し
大
阪
学
院
大
学
で

新
し
い
生
活
を
始
め
て
間
も
な
い
一
九
九
〇
年
八
月
二
二
日
、
谷
口
は
、「
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
文
学
へ
の
学
問
的
貢
献
な
ら
び
に
そ
の
結
果
と
し
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
日
本
と

の
間
の
関
係
を
高
め
た
こ
と
」（a	 contribution	 to	 Icelandic	 L

iterature	 and	 thus	
enhancing	 Icelandic-Japanese	 relations

）
を
理
由
と
し
て
、「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
政

府
鷹
勲
章
」（T

he	 O
rder	 of	 the	 Falcon

）
を
、
当
時
の
大
統
領
ヴ
ィ
グ
デ
ィ
ス
・

フ
ィ
ン
ボ
ガ
ド
ッ
テ
ィ
ル
よ
り
授
与
さ
れ
た）

11
（

。
谷
口
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
招
聘
さ
れ

て
滞
在
し
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大
学
で
「
日
本
に
お
け
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
文
学
の
受
容
」

（R
ezeption	 der	 isländischen	 L

iteratur	 in	 Japan

）
と
い
う
ド
イ
ツ
語
講
演
を
行
っ

た）
11
（

。
こ
の
時
が
三
回
目
と
な
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
滞
在
時
の
様
子
は
、
当
該
国
を
代
表

す
る
日
刊
紙
『
モ
ル
グ
ン
・
ブ
ラ
ー
ジ
ズ
』（
一
九
九
〇
年
八
月
二
二
日
）
の
「
エ
ギ

ル
・
ス
カ
ッ
ラ
グ
リ
ー
ム
ソ
ン
は
日
本
の
サ
ム
ラ
イ
と
大
変
よ
く
似
て
い
る
」
と
題

し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
と
も
に）

11
（

、
帰
国
後
執
筆
し
た
い
く
つ
か
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で

知
る
こ
と
が
で
き
る）

1（
（

。

三　

古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
か
ら
ラ
テ
ン
語
へ

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
サ
ガ
』
を
最
後
と
し
て
、
谷
口
の
古
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
語
原
典
翻
訳
活
動
は
一
旦
止
ま
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
北
欧
古
世
界
の

精
神
を
知
る
た
め
に
は
、
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
ラ
テ
ン

語
作
品
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
ブ
レ
ー
メ
ン
の
ア
ダ
ム
『
ハ
ン

ブ
ル
ク
司
教
事
績
録
』（G

esta H
am

m
aburgensis ecclesiae pontificum

,	 c.	1070

）、



－19－

サ
ク
ソ
・
グ
ラ
マ
テ
ィ
ク
ス
『
デ
ー
ン
人
の
事
績
』（G

esta D
anorum

,	 c.	1200

）、

オ
ラ
ウ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
『
北
方
民
族
の
歴
史
』（H

istoria de gentibus septentorionali-

bus,	1555
）
は
、
全
て
の
北
欧
学
者
に
と
っ
て
検
討
が
不
可
欠
の
記
述
作
品
で
あ
る
。

谷
口
は
、
広
島
大
学
時
代
に
、
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
に
加
え
て
、
ラ
テ
ン
語
の
読
書
会

を
開
い
て
い
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る）

11
（

。
も
ち
ろ
ん
学
生
時
代
に
古
典
語
の
文
法
は

習
得
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
の
論
文
に
お
い
て
ラ
テ
ン
語
作
品
を
対
象
と

し
て
分
析
を
試
み
た
。
ブ
レ
ー
メ
ン
の
ア
ダ
ム
に
つ
い
て
は
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
ア
ー

ダ
ム
著
『
ハ
ン
ブ
ル
ク
教
会
大
司
教
史
』
第
四
の
書
に
つ
い
て
」（『
ド
イ
ツ
文
学
論

集
：
水
野
忠
敏
教
授
・
滝
沢
寿
一
教
授
退
官
記
念
』、
一
九
七
六
）
に
お
い
て
、
サ
ク

ソ
・
グ
ラ
マ
テ
ィ
ク
ス
に
つ
い
て
は
「
サ
ク
ソ
「
ゲ
ス
タ
・
ダ
ノ
ー
ル
ム
」
に
あ
ら

わ
れ
た
異
教
時
代
の
習
俗
」（『
昭
和
五
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
一
般
研
究
（B

）

57450042

）
研
究
成
果
報
告
書
』
一
九
八
四
）
に
お
い
て
、
オ
ラ
ウ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス

に
つ
い
て
は
「
オ
ラ
ウ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
『
北
方
民
族
誌
』
に
つ
い
て
」（『
広
島
大
学

文
学
部
紀
要
』
四
四
、
一
九
八
四
）
で
あ
る
。
個
々
の
ラ
テ
ン
語
作
品
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
以
外
の
専
論
は
刊
行
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
時
期
に
谷
口
が
関
心
を
持
っ
て
い

た
キ
リ
ス
ト
教
と
は
異
な
る
ゲ
ル
マ
ン
人
の
習
俗
に
関
す
る
重
要
資
料
と
し
て
の
可

能
性
を
そ
れ
ぞ
れ
追
求
し
た
内
容
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
一
九
九
一

－
九
二
年
に
上
下
二
冊
で
刊
行
し
た
の
が
オ
ラ
ウ

ス
・
マ
グ
ヌ
ス
『
北
方
民
族
文
化
誌
』（
渓
水
社
）
で
あ
る
。
す
で
に
広
島
大
学
時
代

の
谷
口
の
論
文
集
『
ゲ
ル
マ
ン
の
民
俗
』
の
版
元
と
な
っ
て
い
た
広
島
の
地
方
出
版

社
溪
水
社
が
版
元
と
な
っ
た
。
本
書
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
家
と
な
っ
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
か
ら
ロ
ー
マ
に
亡
命
し
た
聖
職
者
オ
ラ
ウ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
が
、
現
地
に
お
い
て
、

北
欧
の
民
俗
風
習
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
執
筆
し
た
作
品
で
あ

る
。
文
章
そ
れ
自
体
も
貴
重
な
民
俗
誌
で
あ
る
こ
と
な
が
ら
、
谷
口
の
関
心
を
引
い

た
の
は
、
本
文
に
添
え
ら
れ
て
い
た
四
八
一
枚
の
図
版
で
あ
る）

11
（

。
翻
訳
の
経
緯
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
一
九
七
二
年
に
『
中
世
北
欧
文
化
史
事
典
』
二
二
巻
の
編
者
で
有
名
な
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
学
者
グ
ラ
ン
ル
ン
ド
に
よ
る
リ
プ
リ
ン
ト
版
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
刊
行

さ
れ
た
の
で
、
訳
者
も
す
ぐ
に
購
入
し
た
。
そ
の
あ
ま
り
の
面
白
さ
に
、
折
に
ふ

れ
学
生
や
同
僚
の
あ
い
だ
で
話
題
に
し
て
き
た
も
の
の
、
と
て
も
翻
訳
ま
で
は
思

い
つ
か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
ま
た
ま
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
本
屋
歩
き
を
し

て
い
た
と
き
、
同
じ
グ
ラ
ン
ル
ン
ド
の
四
巻
本
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
訳
を
み
つ
け
、

そ
の
的
確
な
訳
と
詳
細
な
注
、
著
者
オ
ラ
ウ
ス
の
伝
記
を
手
に
し
て
初
め
て
訳
出

を
決
意
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
結
局
七
年
も
の
歳
月
を
こ
の
仕
事
に
費
や
し
た
こ

と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
手
強
い
ラ
テ
ン
語
と
、
身
辺
の
繁
忙
の
せ
い
で
も
あ
る
。

た
だ
本
書
の
内
容
の
汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
面
白
さ
だ
け
は
い
つ
も
訳
者
を
励
ま
し
て

く
れ
た
。「
博
物
学
の
世
紀
」
と
い
う
言
葉
の
聞
こ
え
て
く
る
昨
今
、
読
書
子
の
机

辺
に
「
こ
ん
な
本
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
差
し
出
し
た
い
気
持
ち
が
現
在
の
心
境
で

あ
る
。」（『
北
方
民
族
文
化
誌
（
下
）』
六
六
四

－

六
六
五
頁
）

訳
出
に
「
七
年
」
で
あ
る
か
ら
広
島
大
学
退
職
間
際
の
一
九
八
五
年
頃
か
ら
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
語
訳
を
参
照
に
し
な
が
ら
訳
文
を
案
出
し
て
い
た
事
に
な
る
。

そ
の
後
、
立
て
続
け
に
刊
行
し
た
の
が
、
サ
ク
ソ
・
グ
ラ
マ
テ
ィ
ク
ス
『
デ
ン
マ
ー

ク
人
の
事
績
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
デ
ン
マ
ー
ク

王
国
の
名
君
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
一
世
の
時
代
に
ロ
ス
キ
レ
司
教
（
の
ち
ル
ン
ド
大
司
教
）

を
つ
と
め
た
ア
ブ
サ
ロ
ン
に
近
侍
し
た
サ
ク
ソ
に
よ
る
、
中
世
北
欧
に
お
け
る
最
も

著
名
な
ラ
テ
ン
語
作
品
で
あ
る
。
た
だ
し
谷
口
が
翻
訳
し
た
の
は
、
神
話
時
代
か
ら

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
を
描
写
し
た
第
九
章
ま
で
で
あ
る）

11
（

。
後
書
き
に
よ
れ
ば
「
本
書

の
翻
訳
に
は
と
び
と
び
な
が
ら
十
二
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
し
か
も
長
い
間
筐
底
に

秘
め
て
い
た
原
稿
が
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
に
つ
い
て
は
」（『
デ
ン
マ
ー
ク

人
の
事
績
』
四
四
四
頁
）
と
あ
る
の
で
、『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
』
を
刊
行
し
て
ほ

ど
な
い
一
九
八
一
年
に
は
遅
く
と
も
訳
出
に
着
手
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
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『
北
方
民
族
文
化
誌
』
よ
り
も
早
く
こ
ち
ら
の
方
に
手
を
つ
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

「
エ
ッ
ダ
」
と
は
別
の
神
話
世
界
を
記
録
す
る
『
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
事
績
』
の
重
要
性

を
谷
口
が
認
識
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

四　

か
く
て
円
環
は
閉
じ
る
：『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
の
完
成

兵
庫
県
三
田
市
に
居
を
構
え
た
谷
口
は
、
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
か
ら
の
最
後
の
長

編
翻
訳
に
取
り
掛
か
る
。『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ　

北
欧
王
朝
史
』（
四
巻
、
プ
レ

ス
ポ
ー
ト
・
北
欧
文
化
通
信
社
、
二
〇
〇
八

－

一
〇
）
で
あ
る
。
一
三
世
紀
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
の
文
筆
家
に
し
て
政
治
家
ス
ノ
ッ
リ
・
ス
ト
ゥ
ル
ル
ソ
ン
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王

の
歴
史
を
描
い
た
本
作
品
は
、
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
に
よ
る
最
大
か
つ
最
高
の
作
品

と
言
わ
れ
て
お
り
、
標
準
刊
本
に
し
て
三
冊
と
い
う
巨
大
な
作
品
で
あ
る）

11
（

。「
私
は
定

年
を
半
年
後
に
控
え
、
や
っ
と
「
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
」
の
邦
訳
を
終
え
ま
し
た
」

と
小
澤
宛
の
私
信
に
あ
る
た
め）

11
（

、
二
〇
〇
四
年
の
段
階
で
は
す
で
に
訳
文
は
完
成
し

て
い
た
が
、「
マ
イ
ナ
ー
作
品
」
で
あ
り
大
部
で
あ
っ
た
た
め
出
版
を
引
き
受
け
る
書

肆
を
探
す
の
に
苦
労
を
し
た）

11
（

。
結
局
、
旧
知
の
横
山
民
司
（
目
白
大
学
名
誉
教
授
）
の

個
人
出
版
社
で
あ
る
プ
レ
ス
ポ
ー
ト
・
北
欧
文
化
通
信
社
を
版
元
と
し
、
全
四
冊
で

刊
行
さ
れ
た）

11
（

。

谷
口
は
、『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
の
冒
頭
を
飾
る
「
ユ
ン
グ
リ
ン
ガ
サ
ガ
」
の

訳
文
を
既
に
刊
行
し
て
い
た
（「
ユ
ン
グ
リ
ン
ガ
サ
ガ
（
一
）（
二
）」『
形
成
』
三
九

（
一
九
七
八
）；

四
〇
（
一
九
七
八
））。
た
だ
し
、
刊
行
当
時
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
権

の
歴
史
で
あ
る
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
全
体
に
関
心
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、

『
エ
ッ
ダ
』
や
『
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
事
績
』
前
半
部
と
同
様
古
ゲ
ル
マ
ン
世
界
の
神
話

世
界
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
既
に
見
た
よ

う
に
谷
口
は
そ
の
後
ラ
テ
ン
語
作
品
の
翻
訳
に
移
行
し
て
お
り
、『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン

グ
ラ
』
に
つ
い
て
は
一
旦
関
心
が
離
れ
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の

後
、
同
じ
ス
ノ
ッ
リ
の
手
に
な
る
『
散
文
エ
ッ
ダ
』
を
訳
す
過
程
で
、『
ヘ
イ
ム
ス
ク

リ
ン
グ
ラ
』
の
全
訳
の
意
欲
も
湧
い
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
翻
訳
の
第
一
巻
に

付
さ
れ
た
「
解
説
」
に
あ
る
、
次
の
段
落
に
私
た
ち
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

「
ス
ノ
ッ
リ
は
当
時
流
布
し
て
い
た
民
間
伝
承
に
も
目
配
り
を
お
こ
た
ら
ず
、
そ
の

い
く
つ
か
を
絶
妙
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
作
中
に
織
り
込
ん
で
い
る
こ
と
も
見
逃

せ
な
い
。
そ
れ
は
ほ
か
に
は
見
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
っ
て
、

と
き
に
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
デ
ン
マ
ー
ク
王

は
ラ
ル
ド
・
ゴ
ル
ム
ス
ソ
ン
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
偵
察
に
魔
法
使
い
を
派
遣
し
た
と

こ
ろ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
四
地
区
の
別
々
の
守
護
獣
が
出
現
し
て
そ
れ
を
見
事
撃

退
し
た
話
、
ソ
ー
ラ
リ
ン
・
エ
イ
ヨ
ー
ル
ヴ
ス
ソ
ン
の
醜
い
脚
の
話
、
あ
る
い
は

〈
オ
ー
ラ
ヴ
聖
王
〉
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
領
有
を
秘
め
、
エ
イ
ヤ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
グ
リ

ム
島
の
割
譲
を
申
し
出
た
と
き
の
民
会
で
の
エ
イ
ナ
ル
の
決
然
と
し
た
応
答
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
様
々
の
工
夫
を
し
な
が
ら
歴
史
を
生
き
生
き
と
書

く
こ
と
が
彼
の
狙
い
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。」（『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
（
一
）』、

一
九
頁
）

こ
こ
で
谷
口
が
取
り
上
げ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
を
通
常
の

歴
史
書
と
し
て
利
用
す
る
場
合
、
真
実
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
捨

象
す
る
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
谷
口
は
、
こ
れ
ら
の
「
民
間
伝
承
」
を
記
録
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
の
記
述
的
価
値
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る

よ
う
で
も
あ
る
。

谷
口
が
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
を
訳
し
終
え
る
ま
で
に
、
日
本
の
中
で
も
、

歴
史
書
と
し
て
の
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
は

指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
国
家
形
成
を
検
討

し
た
熊
野
の
研
究
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
歴
史
家
ス
ヴ
ェ
ー
レ
・
バ
ッ

ゲ
ら
の
新
し
い
研
究
動
向
を
受
け
た
阪
西
紀
子
（1962 -2021

）
の
論
考
な
ど
も
、
中
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世
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
政
治
状
況
を
伝
え
る
数
少
な
い
史
料
と
し
て
の
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ

ン
グ
ラ
』
を
は
じ
め
と
す
る
国
王
サ
ガ
の
価
値
を
日
本
で
も
共
有
さ
せ
る
契
機
と
な
っ

て
い
た
こ
と
も
背
景
と
し
て
は
あ
る
だ
ろ
う）

11
（

。
日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
学
会
が
そ
の
創

立
一
〇
周
年
を
記
念
し
て
刊
行
し
た
『
サ
ガ
選
集
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
九

一
）
に
は
、『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
の
一
部
を
な
す
「
ハ
ー
コ
ン
善
王
の
サ
ガ
」

も
八
亀
五
三
男
に
よ
り
訳
出
さ
れ
て
お
り
、「
国
王
サ
ガ
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す

る
関
心
も
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

他
方
で
、『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
に
お
け
る
谷
口
の
解
釈
や
訳
文
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
も
そ
う
で
あ
っ
た
に
よ
う
に
留
保
な
し
と
は
し
な
い
。
全
体

を
見
通
す
た
め
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
専
門
家
が
細
部
を
検
討
す
る
場
合
は
、
や
は

り
谷
口
が
依
拠
し
た
刊
本
に
立
ち
戻
っ
て
自
身
の
研
究
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
す
で
に
七
〇
半
ば
を
迎
え
、
そ
の
視
力
と
体
力
と
い
う
点
で
残
さ

れ
た
時
間
の
な
か
っ
た
谷
口
に
と
っ
て
、
彼
の
原
典
翻
訳
活
動
の
掉
尾
を
飾
る
『
ヘ

イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』（
世
界
の
輪
の
意
）
の
刊
行
は
、
何
を
お
い
て
も
ま
ず
完
遂
さ

れ
る
べ
き
彼
個
人
の
生
の
営
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
私
た
ち
は
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ

る
。『
世
界
の
輪
』
が
最
後
の
ピ
ー
ス
と
い
う
の
は
出
来
過
ぎ
た
巡
り
合
わ
せ
か
も
し

れ
な
い
が
、
か
く
て
谷
口
の
翻
訳
活
動
の
円
環
は
閉
じ
る
。

五　

翻
訳
活
動
を
支
え
る
精
神

谷
口
は
、
生
涯
を
か
け
た
原
典
翻
訳
活
動
を
通
じ
て
、
何
を
追
求
し
よ
う
と
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
末
に
留
学
先
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
サ

ガ
の
存
在
を
知
っ
て
以
来
一
貫
し
て
、「
ゲ
ル
マ
ン
気
質
」
へ
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
グ
リ
ム
以
来
の
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
の
常
と
し
て
、
ラ
テ
ン
文
化
と

も
キ
リ
ス
ト
教
文
化
と
も
異
な
る
ゲ
ル
マ
ン
文
化
そ
れ
自
体
を
追
求
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
は
、
今
見
れ
ば
や
や
ナ
イ
ー
ブ
に
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
独
自
の
民
族
文

化
の
発
露
の
解
明
に
関
心
を
注
い
だ
戦
後
ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
い
て
は
最
重
要
課
題
で

も
あ
っ
た）

11
（

。
谷
口
は
『
ゴ
ー
ト
語
訳
聖
書
』
や
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
な
ど
に

見
ら
れ
る
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
の
検
討
か
ら
、
よ
り
古
い
ゲ
ル
マ
ン
精
神
を
残
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
文
献
へ
と
わ
け
入
り
、
北
欧
中
世
文
献
の
中
に
、

ゲ
ル
マ
ン
の
古
層
を
探
ろ
う
と
し
た）

1（
（

。
一
九
七
六
年
に
書
き
下
ろ
し
の
単
著
で
述
べ

た
次
の
言
葉
は
、
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
文
献
を
読
み
抜
い
た
谷
口
な
ら
で
は
の
矜
持

も
垣
間
見
ら
れ
る
。

「
し
か
し
、
私
は
こ
の
よ
う
な
運
命
観
や
英
雄
主
義
の
面
か
ら
の
み
古
代
中
世
ゲ
ル

マ
ン
人
の
世
界
を
切
っ
て
欲
し
く
な
い
と
思
う
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
植
民
し
た
人
々

の
実
生
活
を
通
し
て
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
な
、
多
種
多
様
な
社
会
生
活
や
文
化
に

注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
社
会
、
法
、
経
済
、
信
仰
、
改
宗
、

夢
そ
の
他
異
教
的
な
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
営
み
の
反
映
を
サ
ガ
の
記
述
を
通
し
て
、

な
る
べ
く
濃
厚
に
出
そ
う
と
心
が
け
て
み
た
つ
も
り
で
あ
る
。
図
式
的
観
念
的
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
成
立
を
と
ら
え
る
前
に
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
実
生
活
と
信
仰
、

社
会
と
文
化
に
一
歩
で
も
踏
み
込
ん
だ
考
察
の
生
ま
れ
る
こ
と
が
私
の
念
願
で
あ
っ

て
、
本
書
が
そ
の
た
め
の
刺
激
に
い
さ
さ
か
で
も
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。」

（『
エ
ッ
ダ
と
サ
ガ
』、
二
七
一

－

二
七
二
頁
）

他
方
で
谷
口
は
、
原
典
翻
訳
を
通
じ
て
そ
う
し
た
古
層
の
独
自
性
を
追
求
す
る
論
考

を
し
た
た
め
つ
つ
も
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
自
ら
の
生
ま
れ
育
っ
た
日
本
の
民
族
・
民
俗

文
化
と
の
間
の
比
較
文
化
論
へ
の
関
心
を
培
っ
て
き
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い）

11
（

。

「
歴
史
と
風
土
を
異
に
し
て
、
一
見
表
面
上
は
大
き
く
相
違
し
て
い
る
よ
う
な
習
俗

で
も
、
根
底
で
は
、
農
民
の
豊
穣
儀
礼
や
死
者
儀
礼
、
村
落
共
同
体
の
安
全
、
平

和
、
豊
作
へ
の
願
い
と
い
っ
た
も
の
に
太
い
線
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
古
く
か
ら

の
民
衆
の
日
常
生
活
と
直
結
し
て
き
た
必
要
、
願
い
、
夢
、
祈
り
な
ど
が
民
間
俗
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信
や
年
中
行
事
の
間
か
ら
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
国
は
違
い
、
歴

史
と
伝
統
を
異
に
し
て
い
て
も
、
洋
の
東
西
の
民
俗
の
中
に
、
あ
る
種
の
根
源
的

な
類
似
性
、
あ
る
い
は
エ
リ
ア
ー
デ
の
い
う
宇
宙
的
連
帯
性
と
い
っ
た
も
の
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。」（「
語
学
教
育
と
民
俗
学
」『
ド
イ
ツ
語
教
育
部
会
会
報
』

二
八
、
一
九
八
五
、
三
〇
頁
）

一
九
八
五
年
と
い
う
時
代
を
思
う
に
、
こ
の
谷
口
の
記
述
は
、
民
俗
学
や
文
化
人
類

学
に
可
能
性
を
見
出
し
、
文
明
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

日
本
の
古
層
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
る
網
野
善
彦
（1928 -2004

）
や
阿
部
謹
也
（1935 -

2006

）
ら
が
展
開
し
て
い
た
社
会
史
や
二
宮
宏
之
（1932 -2006

）
や
樺
山
紘
一

（1941 -

）
ら
が
進
め
て
い
た
ア
ナ
ー
ル
派
の
紹
介
な
ど
と
の
親
和
性
を
見
て
と
る
こ

と
も
で
き
る）

11
（

。
谷
口
自
身
は
必
ず
し
も
そ
う
し
た
「
最
新
の
」
文
献
に
依
拠
し
て
論

文
を
執
筆
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
谷
口
ゲ
ル
マ
ン
学
の
出
発
点
で
あ
る
「
ゲ
ル

マ
ン
気
質
」
を
独
自
に
追
求
し
た
結
果
と
し
て
、
当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ア
の
大
き
な
関

心
と
交
錯
し
た
。
中
世
北
欧
研
究
と
い
う
一
般
的
に
は
ア
カ
デ
ミ
ア
の
周
縁
に
位
置

す
る
谷
口
自
身
の
歩
み
も
、
図
ら
ず
も
戦
後
日
本
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ア
の
歩
み
を

映
し
出
す
リ
ト
マ
ス
紙
の
役
割
を
持
ち
う
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
う
し
た

谷
口
ゲ
ル
マ
ン
学
の
同
時
代
性
や
「
時
代
精
神
」
を
踏
ま
え
た
検
討
は
別
稿
に
譲
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

谷
口
の
訳
業
は
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
と
ラ
テ
ン
語
か
ら
の
翻
訳
を
合
わ
せ
た
だ
け

で
有
に
三
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
。
個
人
に
よ
る
訳
業
と
し
て
は
破
格
の
分
量
で

あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
エ
ッ
ダ
」、「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
の
サ
ガ
」、『
デ
ン
マ
ー

ク
人
の
事
蹟
』、『
北
方
民
族
文
化
誌
』、『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
と
い
う
北
欧
中

世
史
料
原
典
の
最
も
枢
要
な
部
分
の
お
お
よ
そ
を
訳
出
し
た
。
欧
州
を
見
て
も
、
こ

れ
だ
け
の
訳
業
を
個
人
で
な
し
と
げ
た
研
究
者
は
存
在
し
な
い
し
、
こ
れ
ら
の
現
代

語
訳
を
全
て
擁
す
る
言
語
は
お
そ
ら
く
英
語
だ
け
だ
ろ
う
。
た
と
え
そ
の
訳
文
に
専

門
家
か
ら
す
れ
ば
瑕
疵
が
あ
る
と
し
て
も
、
ま
ず
は
全
体
を
提
示
す
べ
し
、
と
言
う

思
い
が
谷
口
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
は
か
た
く
な
い
。

す
で
に
日
本
に
お
け
る
中
世
北
欧
研
究
は
、
文
学
に
せ
よ
史
学
に
せ
よ
、
海
外
学

会
で
の
報
告
は
常
態
化
し
て
い
る
し
、
現
地
研
究
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
積

極
的
に
行
わ
れ
て
い
る）

11
（

。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
が
生
み
出
す
研
究
そ
れ
自
体
の
水
準

も
、
谷
口
が
専
論
を
し
た
た
め
て
い
た
時
代
に
比
べ
れ
ば
、
格
段
に
上
が
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
谷
口
と
い
う
巨
人
の
肩
に
乗
っ
た

が
故
に
、
で
あ
る
こ
と
は
北
欧
中
世
を
専
門
と
す
る
誰
も
が
了
解
し
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。
今
後
ま
ず
も
っ
て
誰
も
凌
駕
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
谷
口
の
原
典
翻
訳
は
、
そ

れ
自
体
が
戦
後
日
本
の
北
欧
学
の
歩
み
の
体
現
で
あ
る
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研

究
の
深
化
の
証
拠
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
と
の
ほ
か
言
語
文
化
を
重
視
す
る
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
と
日
本
と
の
交
流
史
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
と
す
ら
言
え
る
だ
ろ
う）

11
（

。

注

（
1
）		

日
本
著
作
権
協
議
会
編
『
著
作
権
台
帳
：
文
化
人
名
録
』
著
作
権
協
議
会
編

集
局
、
一
九
九
七
、
三
三
九
頁
。

（
2
）		

新
聞
報
道
に
よ
る
。

（
3
）		

『
官
報
』
第
四
九
一
号
一
〇
頁
（
令
和
三
年
五
月
一
四
日
）。

（
4
）		

東
京
大
学
で
谷
口
の
集
中
講
義
を
受
講
し
た
清
水
誠
（
北
海
道
大
学
）
の
記

憶
に
よ
れ
ば
、
谷
口
の
卒
業
論
文
は
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
で
あ
っ
た
（
清
水
誠

「
解
説
」
谷
口
『
エ
ッ
ダ
と
サ
ガ
』
新
潮
社
、
二
〇
一
七
、
三
〇
一
頁
）。
お
そ

ら
く
そ
の
卒
論
を
元
に
し
た
で
あ
ろ
う
論
考
が
、
谷
口
「
カ
フ
カ
の
作
品
に
つ

い
て
」『
近
代
』（
神
戸
大
学
）
一
四
、
一
九
五
六
、
三
三

－

四
〇
頁
。

（
5
）		

「M
ittelhochdeutsch

に
於
け
る
否
定
の
用
法
に
つ
い
て
」『
ド
イ
ツ
文
学
』

六
、
一
九
五
六
、
三
六

－

四
〇
頁
や
「
ウ
ル
フ
ィ
ラ
の
ゴ
ー
ト
語
聖
書
の
成
立
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（
１
）（
承
前
）」『
近
代
』（
神
戸
大
学
）
三
一
、
一
九
六
一
、
一

－

二
六
頁；

三

二
、
一
九
六
一
、
六
九

－

九
六
頁
な
ど
。

（
6
）		
多
数
に
の
ぼ
る
谷
口
の
初
期
の
論
考
の
一
部
は
『
ゲ
ル
マ
ン
の
民
俗
』
渓
水

社
、
一
九
八
七
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）		

「
ヨ
ム
ス
ボ
ル
ク
・
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
サ
ガ
：
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
片
影
（
一
）

（
二
）」『
形
成
』
二
三
、
一
九
六
四
、
二

－

一
九
頁；

二
四
、
一
九
六
五
、
二
九

－

四
七
頁
。

（
8
）		

こ
の
「
ル
ン
ド
大
学
の
助
手
」
に
つ
い
て
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
政
府
鷹
勲
章
の

授
与
を
伝
え
る
「
モ
ル
グ
ン
・
ブ
ラ
ー
ジ
ズ
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
触
れ
て

い
る
が
（
後
述
）、
名
前
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
9
）		

そ
の
後
谷
口
は
、
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
地
図
が
贋
作
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

谷
口
「
贋
作
ヴ
ィ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
地
図
」『
歴
史
読
本
』
二
八

－

一
、
一
九
八

三
、
三
八

－

四
〇
頁
。
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
地
図
に
関
し
て
は
、K

irsten	 A
.	 Seav-

er,	 M
aps, M

yths, and M
en: T

he Story of the Vinland M
ap,	 Stam

ford:	
Stam

ford	 U
P,	2014

を
参
照
。

（
10
）		

谷
口
は
、『
エ
ッ
ダ
と
サ
ガ
』（
一
五
二

－

一
五
三
頁
）
に
お
い
て
、
前
者
に

つ
い
て
は
「
昭
和
四
十
年
十
月
十
三
日
付
の
毎
日
新
聞
」
で
、
後
者
に
つ
い
て

は
（
遅
く
と
も
）「
昭
和
四
十
年
十
月
六
日
ロ
イ
タ
ー
共
同
」
に
よ
る
「
シ
ー

ボ
ー
グ
米
原
子
力
委
員
長
談
」
で
知
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

（
11
）		

キ
ー
ル
留
学
時
代
の
思
い
出
は
、「
ハ
イ
タ
ブ
の
話
」『
北
欧
』
八
、
一
九
七

四
、
六
四

－
七
三
頁；

「
三
人
の
講
師
へ
の
質
問
」『
波
』（
新
潮
社
）
二
一

－

九
、
一
九
八
七
、
三
四

－

三
五
頁；

「
ド
イ
ツ
の
ル
ー
ン
碑
文
」『
広
島
ド
イ
ツ

文
学
』
一
〇
、
一
九
九
六
、
一

－

一
二
頁
を
参
照
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
谷
口

は
、
エ
リ
ッ
ク
・
モ
ル
ト
ケ
や
ク
ラ
ウ
ス
・
デ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
の
よ
う
な
著
名
研

究
者
と
会
う
と
と
も
に
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
や
ル
ー
ン
に
関
す
る
様
々
な
遺
跡
を

巡
っ
て
い
る
。

（
12
）		

谷
口
「
エ
ッ
ダ
、
サ
ガ
、
碑
文
に
現
れ
た
ル
ー
ネ
文
学
の
効
用
」『
広
島
大
学

文
学
部
紀
要
』
二
九

－

二
、
一
九
七
〇
、
一
六
〇

－

一
八
四
頁
。

（
13
）		

本
書
の
内
容
を
一
般
向
け
に
示
し
た
の
が
、「
ル
ー
ネ
文
字
の
話
」『
北
欧
』

五
、
一
九
七
四
、
一
三
六

－

一
四
五
頁
。
小
著
だ
が
信
頼
で
き
る
内
容
を
提
供

す
る
の
は
、
レ
イ
・
ペ
ー
ジ
『
ル
ー
ン
文
字
』
菅
原
邦
城
訳
、
学
藝
書
林
、
一

九
九
六；

社
会
史
的
な
観
点
か
ら
、
小
澤
実
「
ル
ー
ン
文
字
」
大
城
道
則
編
『
図

説	

古
代
文
字
入
門
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
八
、
七
九

－

八
五
頁
。

（
14
）		

ル
ー
ン
文
字
研
究
の
概
要
は
、
小
澤
実
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
の
ル
ー
ン	

Terje	 Spurkland,	 N
orw

egian R
unes and R

unic Inscriptions.	 W
oodbridge:	

B
oydell	 &

	 B
rew

er	2005 ,	 ix	+	206		 p.

」『
北
欧
史
研
究
』
二
三
、
二
〇
〇
六
、

九
一

－

九
九
頁
。

（
15
）		

谷
口
「
広
島
の
回
想
」『
ド
イ
ツ
文
学
論
集
』（
日
本
独
文
学
会
中
国
四
国
支

部
）
二
三
、
一
九
九
〇
、
六
頁
。

（
16
）		

そ
こ
で
は
ク
ラ
ウ
ス
・
デ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
博
士
の
研
究
室
を
利
用
し
、
ウ
ル
リ

ヒ
・
フ
ン
ガ
ー
博
士
と
や
り
と
り
も
し
て
い
る
。
留
学
時
代
の
思
い
出
と
ド
イ

ツ
の
ル
ー
ン
学
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
を
参
照
。「
ド
イ
ツ
の
ル
ー
ン
碑
文
」

一
頁
。
谷
口
に
よ
る
そ
の
他
の
ル
ー
ン
研
究
論
考
と
し
て
、「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の

ル
ー
ン
碑
文
」『
大
阪
学
院
大
学
国
際
学
論
集
』
五

－

一
、
一
九
九
四
、
三
九

－

六
二
頁；

「
ベ
ル
ゲ
ン
出
土
の
ル
ー
ン
碑
文
」『
大
阪
学
院
大
学
国
際
学
論
集
』

一
二

－

一
、
二
〇
〇
一
、
五
三

－

七
三
頁
。

（
17
）		

幕
末
明
治
に
お
け
る
受
容
は
、「『
北
欧
鬼
神
誌
』
に
つ
い
て
」『
大
阪
学
院
大

学
国
際
学
論
集
』
四

－

二
、
一
九
九
三
、
一
四
三

－

一
六
二
頁
。

（
18
）		
コ
ラ
ム
『
オ
ー
ジ
ン
の
子
ら
：
北
欧
神
話
』
尾
崎
義
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五

五；
グ
レ
ン
ベ
ッ
ク
『
北
欧
神
話
と
伝
説
』
山
室
静
訳
、
新
潮
社
、
一
九
七
一
。

（
19
）		

テ
リ
ー
・
グ
ン
ネ
ル
（
伊
藤
盡
訳
）「
エ
ッ
ダ
詩
」『
ユ
リ
イ
カ
特
集
北
欧
神

話
の
世
界
』
青
土
社
、
二
〇
〇
七
、
一
二
一

－

一
三
七
頁；

近
年
の
研
究
動
向
に
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関
し
て
、Carolyne	 L

arrington,	 Judy	 Q
uinn,	 and	 B

rittany	 Schorn	（eds.

）,	
A

 H
andbook to E

ddic Poetry: M
yths and L

egends of E
arly Scandinavia.	

C
am

bridge:	 C
am

bridge	 U
P,	2016 .

（
20
）		

「
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
た
ぶ
ら
か
し
」
は
、
別
の
刊
本
を
用
い
て
い
る
。A

nne	 H
olts-

m
ark,	 and	 Jón	 H

elgason	

（ed.

）,	 E
dda. G

ylfaginning og prosafortellingene 

av skáldskaparm
ál.	 K

øbenhavn:	 E
.	 M

unksgaard,	1950 .

（
21
）		

『
ス
ノ
リ
「
エ
ッ
ダ
」「
詩
語
法
」
訳
注
』『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
特
輯
号

三
、
一
九
八
三；

「
ス
ノ
ッ
リ
・
ス
ト
ゥ
ル
ル
ソ
ン
『
エ
ッ
ダ
』「
序
文
」
と

「
ハ
ッ
タ
タ
ル
（
韻
律
一
覧
）」
訳
註
（
一
）（
二
）（
三
完
）」『
大
阪
学
院
大
学

国
際
学
論
集
』
一
三

－

一
、
二
〇
〇
二
、
二
〇
三

－

二
三
〇
頁；

一
三

－
二
、
二

〇
〇
二
、
一
二
五

－

一
五
四
頁；
一
四

－

一
、
二
〇
〇
三
、
九
九

－
一
三
〇
頁
。

（
22
）		

山
室
に
つ
い
て
は
、
中
丸
禎
子
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
根
源
と
周
縁
」
小
澤

実
・
中
丸
禎
子
・
高
橋
美
野
梨
編
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・
北

極
を
知
る
た
め
の
六
五
章
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
六
、
三
八
〇

－

三
八
五
頁
。

（
23
）		

「
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
源
泉
に
遡
る
―
古
代
北
欧
歌
謡
集
『
エ
ッ
ダ
』
全
訳
に

よ
せ
て
」『
波
』
八
、
一
九
七
三
、
一
九

－
二
一
頁
。

（
24
）		

山
室
静
「
北
欧
文
学
と
私
」『
北
欧
』
八
、
一
九
七
四
、
一
八
七
頁
。「
十
年

ほ
ど
前
か
ら
、
興
味
の
中
心
が
古
代
中
世
に
移
り
、「
エ
ッ
ダ
」、「
サ
ガ
」
の
類

を
よ
み
あ
さ
っ
て
お
そ
ま
き
に
古
代
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
の
勉
強
も
い
く
ら
か
し

た
が
、
七
十
歳
に
近
い
身
で
は
ま
っ
た
く
日
暮
れ
て
道
遠
し
な
の
で
、
つ
い
に

断
念
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
断
念
記
念
に
、
こ
れ
ま
で
訳
し
た
め
た
サ
ガ
の

訳
を
せ
め
て
一
冊
出
す
こ
と
に
し
て
も
は
や
校
正
も
終
わ
っ
て
い
る
の
で
こ
の

雑
誌
が
出
る
頃
に
は
「
赤
毛
の
エ
リ
ク
記
」
が
出
て
い
る
こ
と
と
思
う
。」

（
25
）		

山
室
静
「
ス
ノ
リ
の
生
涯
と
作
品
」『
思
想
』
六
〇
〇
、
一
九
七
四
、
八
〇

－

九
八
頁；

谷
口
幸
男
「
エ
ッ
ダ
神
話
に
現
れ
た
オ
ー
デ
ィ
ン
像
」『
思
想
』
同

号
、
九
九

－

一
一
七
頁
。

（
26
）		

山
室
静
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
：
歴
史
と
文
学
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
六
三
。

（
27
）		

本
書
に
お
い
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
古
典
作
品
と
し
て
欠
か
せ
な
い
ス
カ
ル
ド

詩
に
つ
い
て
は
「
別
に
独
立
し
た
論
攷
と
し
て
将
来
を
期
し
た
い
と
思
う
」（
二

〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
え
て
エ
ッ
ダ
と
サ
ガ
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
の
成

果
と
し
て
、「
ス
カ
ル
ド
詩
人
と
ケ
ニ
ン
グ
」
古
田
敬
一
編
『
レ
ト
リ
ッ
ク
と
文

体
：
東
西
の
修
辞
法
を
訪
ね
て
』
丸
善
、
一
九
八
三
、
一
八
三

－

二
〇
九
頁
。

（
28
）		

も
っ
と
も
、
エ
ッ
ダ
と
サ
ガ
の
部
分
訳
を
納
め
た
単
行
本
と
し
て
筑
摩
文
学

全
集
の
一
冊
が
あ
っ
た
こ
と
は
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
松
谷
健
二
訳

「
エ
ッ
ダ
」「
グ
レ
テ
ィ
ル
の
サ
ガ
」『
世
界
文
学
大
系
・
中
世
文
学
集
』
筑
摩
書

房
、
一
九
六
六
。

（
29
）		

石
川
光
庸
・
早
野
勝
巳
・
吉
島
茂
訳
・
解
説
「
ヴ
ェ
ル
ス
ン
グ
の
サ
ガ

－

一
」

『
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
日
吉
論
文
集
』
一
六
、
一
九
七
五
、
一

－

三
七
頁；

早

野
勝
巳
訳
「
ヴ
ァ
ー
プ
ン
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
サ
ガ
試
訳
（
上
）（
下
）」『
慶
応
義
塾

大
学
商
学
部
日
吉
論
文
集
』
二
二
、
一
九
七
八
、
二
三

－

五
二
頁；

二
四
、
一

九
七
九
、
五
一

－

七
一
頁
。

（
30
）		

熊
野
の
研
究
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、
小
澤
実
「
解
説
：『
北
の
農
民
ヴ
ァ
イ
キ

ン
グ
』
か
ら
『
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
歴
史
』
へ
」
熊
野
聰
（
小
澤
実
解
説
・
文
献

解
題
）『
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
歴
史　

実
力
と
友
情
の
社
会
』
創
元
社
、
二
〇
一

七
、
二
八
三

－

二
九
五
頁
を
参
照
。
も
と
も
と
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
商
業
的
側
面

に
関
し
て
研
究
を
進
め
て
い
た
熊
野
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
国
家
形
成
に
関
心

を
も
ち
、
サ
ガ
を
は
じ
め
と
す
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
史
料
に
研
究
の
対
象
を
変

え
て
い
っ
た
。

（
31
）		
菅
原
邦
城
「
日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
学
会
：
研
究
者
の
結
集
と
活
動
」
小
澤
・

中
丸
・
高
橋
編
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・
北
極
を
知
る
た
め
の

六
五
章
』、
三
八
六

－

三
八
九
頁
。

（
32
）		

「
フ
ラ
ヴ
ン
ケ
ル
の
サ
ガ
」『
形
成
』
三
六
、
一
九
七
二
、
七
三

－

九
五
頁
。
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（
33
）		

谷
口
の
ス
カ
ル
ド
詩
理
解
に
つ
い
て
は
、「
古
代
北
欧
詩
人
の
肖
像
」『
広
島

大
学
文
学
部
紀
要
』
二
七

－

二
、
一
九
六
七
、
一
九
五

－

二
一
六
頁；

「
バ
イ

キ
ン
グ
の
一
般
教
養
」『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
二
、
一
九
八
二
、
一
九
四

－

二
一
四
頁；

「
ス
カ
ル
ド
詩
人
と
ケ
ニ
ン
グ
」
一
九
八
三
。
こ
れ
ら
一
連
の

論
考
に
お
い
て
は
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
ケ
ニ
ン
グ
を
重
ね
る
ス
カ
ル
ド
詩
を
愉

し
む
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
高
度
な
「
教
養
」
を
提
示
し
て
い
る
。

（
34
）		

同
時
に
受
賞
し
た
の
は
パ
ム
レ
ー
ニ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
編
（
田
代
文
雄
・
鹿
島

正
裕
訳
）『
ハ
ン
ガ
リ
ー
史
』
の
恒
文
社
、
阿
川
弘
之
著
『
山
本
十
六
伝
』
を
英

訳
し
た
講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ（
長
谷
安
生
訳
）

『
諸
王
の
賦
―
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
戦
い
の
叙
事
詩
劇
』
の
成
美
堂
、
ノ
ー
ス

ロ
ッ
プ
・
フ
ラ
イ
（
海
老
根
宏
・
中
村
健
二
・
出
淵
博
・
山
内
久
明
訳
）『
批
評

の
解
剖
』
の
法
政
大
学
出
版
局
で
あ
る
。

（
35
）		

『
歴
程
』
二
六
四
、
一
九
八
〇
、
三
三
頁
。
同
時
に
受
賞
し
た
の
は
詩
集
『
会

社
の
人
事
』（
晶
文
社
）
を
刊
行
し
た
詩
人
の
中
桐
雅
夫
。

（
36
）		

『
歴
程
』
二
六
四
、
一
九
八
〇
、
裏
表
紙
。

（
37
）		

山
室
静
と
対
談
「
北
欧
神
話
へ
の
誘
い
」『
ユ
リ
イ
カ
特
集
北
欧
神
話
』
一
二

－

三
、
一
九
八
〇
、
八
二

－
九
八
頁
。

（
38
）		

こ
の
理
由
は
、
小
澤
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大
統
領
府
に
谷
口
の
受
賞
理
由
を
尋

ね
た
メ
ー
ル
に
対
し
て
、
大
統
領
府
特
別
助
言
役
ウ
ナ
・
シ
グ
ヴ
ァ
ト
ド
ッ
テ
ィ

ル
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
公
式
メ
ー
ル
（R

eference:	 E
F

I2012110023

）
に
記
さ

れ
た
回
答
で
あ
る
。

（
39
）		

『
日
本
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
学
会
会
報
』
一
〇
、
一
九
九
一
に
掲
載
。

（
40
）		

https:// w
w

w
.m

bl.is/ greinasafn/ grein/54872/? item
_ num

=4 &
dags=	

1990 -08 -22

（
41
）		

「
回
想
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
」『
図
書
』
五
一
〇
、
一
九
九
一
、
六

－

一
一
頁
。

（
42
）		

「
広
島
の
回
想
」
六
頁
。

（
43
）		

本
書
の
刊
行
に
先
立
っ
て
執
筆
し
た
「
絵
で
見
る
中
世
北
欧
の
庶
民
生
活
」

『
図
書
』
四
九
〇
、
一
九
九
〇
、
一
四

－

一
九
頁
で
も
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
谷
口
の
心
を
特
に
捉
え
た
の
は
図
版
で
あ
る
。

（
44
）		

長
年
流
通
し
て
い
た
英
訳
も
ま
た
九
章
ま
で
の
部
分
訳
で
あ
る
。Saxo	 G

ram
-

m
aticus,	 T

he H
istory of the D

anes: B
ooks I-IX

,	 edited	 by	 H
ilda	 E

llis	 D
a-

vidson,	 and	 translated	 by	 Peter	 Fisher,	 W
oodbridge:	 B

rew
er,	1980 .

（
45
）		

成
川
岳
大
「
ス
ノ
ッ
リ
と
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』」『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・
北
極
』、
三
二
六

－

三
三
六
頁
。

（
46
）		

平
成
一
六
年
一
〇
月
三
〇
日
に
兵
庫
県
三
田
郵
便
局
の
消
印
を
確
認
で
き
る
。

（
47
）		

書
肆
探
し
は
小
澤
も
関
わ
っ
た
の
で
記
憶
を
記
し
て
お
き
た
い
。
も
と
も
と

谷
口
は
、『
エ
ッ
ダ
』
と
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
サ
ガ
』
の
担
当
者
を
頼
っ
て
新
潮
社

に
話
を
持
っ
て
行
っ
た
が
色
良
い
返
事
を
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
谷
口
か
ら
電
話
で
相
談
を
受
け
た
小
澤
は
、
手
紙
で
以
下
の
よ
う
に
答

え
て
い
る
。「『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
刊
行
の
件
で
す
が
、
私
の
ほ
う
で
も

少
し
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
東
京
大
学
の
池
上
俊
一
先
生
に
、
手
許
に

谷
口
先
生
の
訳
稿
が
す
で
に
あ
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
な
関
心

を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
私
が
企
画
書
を
書
け
ば
、
講
談
社
学
術
文
庫
か
ち
く
ま

学
芸
文
庫
の
編
集
部
に
は
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ま
だ
公
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
池
上
先
生
が
企
画
編
集
者
と
な
っ
て
、
山
川
出

版
社
よ
り
「
西
洋
中
近
世
年
代
記
・
日
記
集
成
」
と
い
う
原
典
翻
訳
シ
リ
ー
ズ

を
立
ち
上
げ
る
ら
し
く
、
そ
こ
に
入
れ
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ

と
で
す
。」（
平
成
二
〇
年
六
月
末
日
）。
し
か
し
こ
の
時
点
で
谷
口
は
横
山
に
も

相
談
し
て
お
り
、
小
澤
側
の
話
が
ま
と
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
プ
レ
ス
ポ
ー

ト
か
ら
出
版
し
た
。
い
た
だ
い
た
お
返
事
で
は
、
自
分
の
視
力
が
持
た
な
い
可

能
性
が
あ
る
の
で
早
く
出
し
た
か
っ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
小
澤
の
研

究
室
に
は
、
谷
口
か
ら
送
ら
れ
た
入
稿
前
の
タ
イ
プ
打
ち
の
訳
文
が
あ
る
。
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（
48
）		

な
お
プ
レ
ス
ポ
ー
ト
・
北
欧
文
化
通
信
社
と
い
う
複
雑
な
版
元
名
に
つ
い
て

は
、
同
出
版
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:// w

w
w

.nordicpress.jp/

）
に
経
緯

が
記
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
北
欧
文
化
通
信
社
は
、『
北
欧
』（
一
九
七
二

－

七
八
）
と
い
う
雑
誌
を
刊
行
し
て
い
た
出
版
社
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
休
眠
し
、

横
山
の
企
画
に
参
加
す
る
こ
と
で
活
動
再
開
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
両
者
の

間
に
「
齟
齬
」
が
生
じ
、
北
欧
文
化
通
信
社
は
企
画
か
ら
離
脱
し
た
が
、
横
山

側
は
「
プ
レ
ス
ポ
ー
ト
・
北
欧
文
化
通
信
社
」
と
し
て
刊
行
を
続
け
て
い
る
。

（
49
）		

熊
野
聰
『
北
欧
初
期
社
会
の
研
究
：
ゲ
ル
マ
ン
的
共
同
体
と
国
家
』
未
來
社
、

一
九
八
六；

阪
西
紀
子
「
中
世
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
「
王
の
サ
ガ
」
と
フ
ェ
ー
デ
：

『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
を
め
ぐ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
」『
一
橋
論
叢
』

一
一
八

－

二
、
一
九
九
七
、
二
三
五

－

二
五
一
頁
。

（
50
）		

例
え
ば
、
石
田
英
一
郎
・
岡
正
雄
・
江
上
波
夫
・
八
幡
一
郎
『
日
本
民
族
の

起
源
：
対
談
と
討
論
』
平
凡
社
、
一
九
五
八
。

（
51
）		

山
室
静
は
「
エ
ッ
ダ
」
の
中
に
神
話
的
世
界
観
を
求
め
る
が
、
谷
口
は
、「
エ
ッ

ダ
」
や
『
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
事
績
』
に
見
え
る
神
話
的
世
界
観
の
中
に
も
垣
間

見
え
る
ゲ
ル
マ
ン
習
俗
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
52
）		

谷
口
の
方
法
論
を
示
す
の
が
、「
庶
民
の
生
活
と
民
間
信
仰
―
文
化
の
基
層

に
お
け
る
比
較
民
俗
学
研
究
―
」
松
本
仁
助
・
香
西
茂
・
島
岡
宏
編
『
共
生

の
国
際
関
係
：
国
際
学
の
試
み
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
七
、
一
四
二

－

一
六

六
頁
。

（
53
）		

阿
部
謹
也
が
ソ
連
の
中
世
史
家
ア
ー
ロ
ン
・
グ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
の
研
究
な
ど
を

通
じ
て
、
北
欧
中
世
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
こ
と
は
検
討
に
値
す
る
。
グ
レ
ー

ヴ
ィ
チ
は
ラ
テ
ン
中
世
と
は
異
な
る
北
欧
中
世
の
世
界
観
や
価
値
観
の
検
討
を

出
発
点
と
し
て
、
西
洋
中
世
世
界
の
独
自
性
を
提
示
し
た
。
彼
に
つ
い
て
は
、

石
井
規
衛
「
グ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
」
尾
形
勇
他
編
『
二
〇
世
紀
の
歴
史
家
た
ち
四
』

世
界
編
下
、
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
一
、
三
五
一

－

三
七
〇
頁
を
参
照
。

（
54
）		

例
え
ば
三
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
国
際
サ
ガ
学
会
に
は
、
毎
回
複
数
の
研

究
者
が
参
加
し
、
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大
学
の
ヨ
ー
ン
・

カ
ー
ル
・
ヘ
ル
ガ
ソ
ン
教
授
を
招
い
て
行
わ
れ
た
国
際
会
議
に
関
し
て
、
小
澤

実
「
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「O

ld	 Icelandic	 Text	 in	 M
edieval	 N

orthern	
E

urope

」
を
終
え
て
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
と
今
後
」『
立
教
大
学
日
本

学
研
究
所
年
報
』
一
二
、
二
〇
一
四
、
九
三

－

一
〇
五
頁
。
そ
の
成
果
は
、

M
inoru	 O

zaw
a	

（ed.

）,	 P
roceedings of the International W

orkshop “O
ld	

Icelandic	 Texts	 in	 M
edieval	 N

orthern	 E
urope”.	 Tokyo:	 R

ikkyo	 U
niver-

sity,	2013 .

（
55
）		

戦
後
に
お
け
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
日
本
の
交
流
史
は
、K

ristin	 Inguvarsdot-
tir,	 “Sam

skipti	 Íslands	 og	 Japans	 eftir	 síðari	 heim
sstyrjöld	 Stjórnm

ála-

sam
band	 í	60		 ár”,	 Skirnir	191		（2017

）,	 pp.	501 -544 .

（
お
ざ
わ　

み
の
る　

本
学
文
学
部
教
授
）




